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　立教セカンドステージ
大学の受講生の皆さん。
　立教セカンドステージ
大学での学びはいかがで
しょうか。私は皆さんの
学びを見ていないので、
皆さんが立教セカンドス
テージ大学にどのような
感想を持っているのか大
変気になります。
　一方で、私は皆さんの
学部での学びの姿勢には

いつも感心しています。それは私が担当している全学共
通科目の「多彩な学び」に、毎年立教セカンドステージ
大学の受講生が履修できる数の上限まで履修しているか
らです。その履修している受講生の皆さんの姿勢を見る
と、いつも最前列に座り教師の話にうなずきながらノー
トをとっています。またワークショップをやると、学部
学生に交じりながら積極的に発言しています。そうした
皆さんの学ぶ姿勢は、多くの学部学生に、学ぶ姿勢の本
来のあり方を示してくれることで、大いに刺激になって
いると思います。それは学部学生だけではありません。
私たち教師も、その姿を見て立教セカンドステージ大学
を開講してよかった、立教セカンドステージ大学の受講
生に学部の授業を開放してよかったとつくづくと実感し
ています。

　立教セカンドステージ大学の特徴の一つは、多彩な科
目群の展開とフィールドワークにあるといえるでしょ
う。皆さんが履修する「第１群　エイジング社会の教養
科目群」、「第２群　コミュニティデザインとビジネス科
目群」、「第３群　セカンドステージ設計科目群」は４０科
目以上が配置されています。それ以外にも「オムニバス
講義」と「ゼミナール・修了論文」が配置されています。
　これだけ多彩な科目が配置されており、自由に履修す
ることができる立教セカンドステージ大学ですが、私た
ちはこれに安住することなく、さらに充実した科目を配
置したいと考えています。
　特に多くの教師が交代で担当する「オムニバス講義」
は、多くの受講生の皆さんに一人でも多くの教師の専門
分野を聞いてもらいたいという熱意から生まれた科目
です。さらに「 ゼミナール・修了論文」は、学部でも卒
業論文を必修にしていないところが多い中で、教師は一
人一人の論文の完成に真剣に取り組んでいます。その熱
情は学部以上であるといっても言い過ぎではありませ
ん。
　そうした教師の熱意を引き起こしているのは、立教セ
カンドステージ大学の受講生の皆さんのやる気にほかな
りません。従って、立教セカンドステージ大学の内容が
充実するも停滞するも、ひとえに受講生の皆さんの熱意
にかかっているといってもいいでしょう。教師と受講生
が共に作る立教セカンドステージ大学。これこそ本学が
社会に対して誇る学びのあり方なのです。

 � 　郭　洋春立教セカンドステージ大学学長
（立教大学総長）
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多彩な学びがある立教セカンドステージ大学
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　立教セカンドステージ大学（Ｒ
ＳＳＣ）の創立１０周年は、私にとっ
て長いようで短い歳月でした。団
塊の世代８百万人が定年を迎える
に際し、立教大学の社会的責任の
一環として、設立準備の先生方と
叡智を集めて立ち上げたのです
が、今や全国的にもユニークな生
涯学習の場となりました。受講生
は“学びの情熱尽きることなく！”をモットーに、人生
の振返りとこれからの生き方をじっくりと見つめ直し、
再チャレンジする貴重な時を過ごしています。
　２１世紀の生涯学習の先駆者として、社会の要請と受講
生の要望を取り入れ毎年革新性を高めていますが、「社会
貢献活動サポートセンター」は代表的な実証です。現在
１３の研究会で約３８０名の在校生・修了生が研究・演習・実
践に励み、更に多くの個人やＮＰＯも活動に携わってい
ます。昨年１１月に編纂した『ＲＳＳＣ社会貢献活動の軌
跡～勇気ある一歩』で紹介される活動の多様性と成果は
注目に値します。ＲＳＳＣは今後とも理想的な総合生涯
学習機関を目指してますます進化していきます。

　これまでの１０年は果敢な実験でし
た。成算あるやなしやの思いを抱い
たままの船出でした。とはいえ世界
にこうした実験的教育機関の歴史が
ないわけではない。バウハウスやブ
ラックマウンテンといった芸術系、
あるいはニュー・スクール・フォー・
ソーシャルリサーチといった人文

系、またカリフォルニア大学バークレー校付置の実験教
育課程といった教養系（なかには中途で挫折しているも
のもあります）、わが国では明治時代の萩の舎塾などもそ
うした実験学校だったのではないでしょうか。わが国、
初期近代における女性教育の実験校です（例の樋口奈津
（一葉）さんが通ったところ）。
　生涯のファーストステージは、あくまでセカンドス
テージへの準備段階であって、このセカンドステージこ
そが生涯の本舞台、そう考えて、自由闊達、活力充溢で
学びたいことを学び、発信したいことを発信する、そん
な時代がようやく来たわけです。かくて立教セカンドス
テージ大学の実験はつづくわけです。

　セカンドステージ大学は今年
で１１年目を迎えた。私はＲＳＳ
Ｃに立ち上げの時から関わって
いるから、お付き合いは１２年目。
本科、専攻科あわせて１０クラス
のゼミを担当してきた。それを
振り返れば「とても面白かった」
の一言につきる。若い学生や院

生たちと議論しているのも楽しいが、ＲＳＳＣにはまた
別の意味での楽しさがあった。ゼミには年ごとにいろん
な人たちが入ってくる。さまざまに異なるバックグラウ
ンドを持った人達だ。専業主婦もいれば、一般企業に勤
めていたサラリーマン、大会社の重役経験者、海外赴任
の長かった人、弁護士から大学教授まで、本当にバラエ
ティに富んでいた。だがゼミで一緒になって議論してい
ると、そういったものは全部吹き飛んでしまう。過去の
肩書きは関係ないのだ。もちろん教員とゼミ生との垣根
もない。「だーれが生徒か、先生か」である。これが私に
とって、セカンドステージで“教える（教えられる？）”
楽しみであり、醍醐味である。
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映画「あるいは佐々木
ユキ」（２０１３年公開）
出演

２０１７年　清里ゼミにて

　ことしは設立１１年目に入り周年事
業が始まっているが、かつて設立の
趣意書（２００７年５月）を書いた人間
のひとりとして、当時の思いを振り
返ってみた。趣意書にはこうあった。
　曰く、「目的は、個人的な学びの行
為が社会的な実践ともなりうるよう
な知の回路を発見する場をともに
創っていくこと」、曰く、「いわゆるシニア世代とそれに前
後する各世代の男女が自らの生きる意味と、他者ととも
にあることの意味をじっくり考え、（中略）真の｢市民｣と
して生きていくには何が必要かを真剣に学びあう」……。
ちなみに、この先の段落には、「学部・大学院の支援と協
力のもとに、（中略）現代社会にたいして知の世代間交流
のモデルを提供する」とも書かれていた。（傍線筆者）
　見ての通り、ＲＳＳＣの中心理念は、みなさんが「と
もに」学び合う中で新しい人間関係、新しい社会関係を
作っていくことにあります。その意味で、この立教での
日々の集いが、みなさんの生涯の語らいの緒となってい
くことを願ってやみません。

２００９年の撮影写真

２００８年第１回ＲＳＳＣ
ゴルフコンペにて（後
列右端）
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ＲＳＳＣの１０年を語る―そして新たな１０年へ
　立教セカンドステージ大学は、２００８年の設立から今年で１０周年を迎えました。そこ
で設立当初のゼミのみならず、２０１８年度のゼミも担当されている４人の先生方に、この
１０年を振り返り、新たな１０年へと踏み出すＲＳＳＣへの思いをご寄稿いただきました。
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　立教セカンドステージ大学では、ゼミナールにすべての受
講生が所属し、経験豊富な先生方による指導のもと、それぞ
れ独自の方法で活発な運営がなされています。修了論文作成
のみならず、楽しく元気に学んでいこうという雰囲気にあふ
れています。

　経済学がご専門の
黒木龍三先生率いる
「黒木ゼミ」は、メ
ンバー総勢１２名（男
性７名、女性５名）
です。５０代から７０代
までの幅広い、経験
豊かな、個性のある、
元気な仲間たちで

す。ゼミでは、毎回、それぞれ自分の修了論文のテーマに
ついて発表します。メンバーはそのテーマについて自由に
発言し、意見を述べます。最後に先生からコメントをいた
だきます。はじめは慣れない議論に戸惑いながらも、徐々
にいろいろな意見が出て盛り上がり、それぞれのテーマに
ついて理解と認識が深まります。
　ゼミの回数を重ねるごとに、メンバーの相互の親睦や交
流も深まってきました。毎月１回ゼミの後で、懇親会を行っ
ています。みんな打ち解けてワイワイガヤガヤ、とても和
やかな雰囲気で、楽しいひと時を過ごしています。これか
らも自由な発想のもと、意見を出し合い、お互いの個性を
尊重しながら、刺激しあって、それぞれのテーマにチャレ
ンジしていきたいと思います。

黒木ゼミ
お互いの個性を尊重してチャレンジ！

　私たち鈴木ゼミは、鈴木正男先生のもと男性６名、女性
６名の計１２名です。全体の雰囲気としては、先生の醸し出
すアカデミックの中にもユーモア溢れる会話に引き込まれ
て、楽しく和やかな様子で進行しています。ゼミ生も個性
的な人が多く、お互いに程よい距離感を保ちながら発表や
討論を行っています。ゼミ生の中に先生の専門分野である
人類学に関する修了論文を目指す人がいるのも先生の人気
の表れと思います。
　また、先生は立教大学原子力研究所に長年携わってこら
れました。研究所の設立から数々の功績、そして廃止措置
に至るまでをゼミ生は興味深く拝聴しています。
　鈴木先生の温かいご指導のもと、メインの修了論文に向
けて、テーマ設定から方針、研究手法、文献検索等にての

発表、討論、質疑が
進められています。
要所でにこやかな笑
顔とともに先生より
事例・参考文献等々
の示唆があります。
提出に向けて、明る
く、楽しく、アカデ
ミックに！

鈴木ゼミ
明るく、楽しく、アカデミックに行こう！

　ＲＳＳＣがなかっ
たら決して出会うこ
とのなかった私たち
１２名（男女それぞれ
６名）。４月に「初め
まして」を交わし約
２カ月が経った今、
お互いをニックネー
ムで呼び合い、まる
で長年の友のように

良き仲間です。モットーは「よく笑いよく学べ！」。
　ゼミでは北山晴一先生のご指導のもと修了論文の書き方
を一から丁寧に教わっています。
　北山先生は社会学、社会デザイン学、比較文明学、歴史
学がご専門ですが、幅広いジャンルに深い知識をお持ちで、
どんなテーマを投げかけようと的確にゼミ生たちを導いて
くださいます。毎回９０分のゼミがあっという間です。
　課外活動では、「初夏の遠足」「全員参加のピアノの連弾」
「飲み会」「お誕生会」と多彩なお楽しみ会を通して絆がど
んどん深まっています。掲載の写真にも先生とメンバーの
笑顔があふれているでしょ。奇跡のような出会いに感謝し
つつ北山ゼミは前進します！

北山ゼミ
私たち出会ったね

　ご指導頂いている栗田和明先生は文化人類学がご専門
で、その研究のため東アフリカで２年間現地の方々と一緒
に生活するなど、フィールドワークを重視されていらっ
しゃいます。２０１１年には『アジアで出会ったアフリカ人』
という著書も執筆なされ、先生の活動範囲はアフリカに留
まらず、アジアにも及んでいたことも分かります。
　その栗田先生のご指導を仰ぐべく、集った１２名で栗田ゼ
ミは構成されています。男女６名ずつで、年代的には５０代
２名、６０代８名、７０代２名です。経歴は千差万別で、救急
救命に携わっていた方、ケアマネージャー、病院勤務者、
一般企業出身者、専業主婦と様々です。
　修了論文のテーマも、「セクハラ」、「孔子」、「スペイン音
楽」、「再生可能エネルギー」等々、経歴同様まさに様々で
すが、栗田先生のフィールドワークにこだわるスピリット

を共有して、毎回の
ゼミでは熱く議論を
行っています。ゼミ
後に行われる懇親会
で更に交流を深め、
実りあるゼミライフ
を送れたらと思って
います。

栗田ゼミ
フィールドワークにこだわる

本科ゼミ本科ゼミナール紹介
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　各自が関心のあるテーマについて修了論文を書き上げてい
く際には、各ゼミ生からのこれまでの貴重な経験、意見、考
え方も参考になります。ゼミ生同士の親交が深まっていくこ
とも今後につながる大きな楽しみです。

　野田ゼミは、女性６名と男性７名の仲間。経歴や興味な
どは大きく異なり、どう纏まるか不安からのスタート。野
田研一先生は４月第１回ゼミから修了論文の年間予定を提
示され、想定以上の前倒しで各自大急ぎでテーマ探し開始。
先生はアメリカ文化、環境文学研究の第一人者で著作され
てきたテーマは難解？これは厳しい指導になるかと心配。
　しかし、メンバーそれぞれ個性的な修了論文テーマを自
由に報告するなかで、先生はまず、「おもしろい」「いい着
想」と肯定的に褒めてやる気を引き出した上で、疑問や検
討課題について「違和感から発見へ」繋がる助言をいただ
きました。ゼミ後は月例飲み会で、飲み放題・話し放題で
親睦を深め、「ＲＳＳＣで野田ゼミ男性陣が一番若々しい」

「野田ゼミ
女性陣が最
高素敵」と
褒め合い、
ゼミ課外活
動もアクテ 
ィブに充実
させていま
す。

野田ゼミ
 �違和感から発見へ� 学び直しのメソッド

　渡辺ゼミは、男性７名、
女性６名、総勢１３名のメ
ンバーで構成されていま
す。年齢、経歴、興味や
修了論文テーマも全く異
なる個性豊かな集団で
す。
　渡辺信二先生のご専門
は、アメリカ文学・日米
比較です。小柄ですが

ファイトは満々、“リベラル・アーツ：己を探求する”。
　本ゼミは�問題の本質を論理的に解明するための思考力
�幅広い知識と教養を有し、己の行動を批判的に内省し、
実践できる力�異なる文化を持つ人々と適切な人間関係を
構築し、協働できる力を身に付ける事を念頭に置き先生に
ご指導を頂いています。
　新しい価値観を受け入るのは大変です。各自の学習研究
意欲は旺盛で、長年社会で実践に基づいた問題意識に毎回
驚きの連続です。立教セカンドステージ大学に入学し、先
生方、ゼミ、同期の仲間との出会いに感謝し、この学びが
各自の人生に於いて有意義な一コマとなるよう大切に過ご
したいと思います。

渡辺ゼミ
リベラル・アーツ：己を探求する

　「もう一度心ゆ
くまで勉強した
い」「今までの生活
を一変したい」「残
された人生を有意
義に生きる方法を
学びたい」「一緒に
集う仲間が欲し

い」・・・様々な希望を持って集まった１３名、クルーとして
千石英世船長率いる「千石丸」に乗り込む事になりました。
海外生活を経験した人、大変な読書家、外資系会社で苦労
した人、毎日４時間通勤していたサラリーマン、アクティ
ブな主婦など、まさに様々です。
　ゼミでは先生から修了論文の方向性を聞かれて四苦八
苦、Ｃ・アヴリーヌの「ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ」
を課題に与えられて悪戦苦闘。でも、先生の知識の豊富さ
や滋味深いコメントに驚き、やさしさに感動しながらゼミ
を進めています。ゼミ後の飲み会も盛り上がっています。
クルー共通の不安は「修了論文が書けるか否か」、共通の感
想は「ＲＳＳＣは楽しい」。さて「千石丸」、様々な困難を
乗り越え見事目的地にたどり着くことができるでしょう
か？　これからの航路が大変楽しみです。

千石ゼミ
 �千石丸� ただ今航海中！

　厳しき中にも優
しさとあたたかさ
を秘めた社会学専
門の成田康昭先生
のもとに集いし、
精鋭１２名（女性６
名・男性６名）の
強者達。ゼミ初日
に修了論文のスケ
ジュールを聞き、
驚愕している私たちをご心配なさってか、最初にご指示さ
れたのは、懇親会の日時と場所決めでした。
　その時の成田先生の一言。
　「この時間こそが先の長い大切な友を作る時間になりま
す」と。美味しい料理とワインに胃袋と心をわしづかみに
され、まさに１２名がひとつになった瞬間でした。それぞれ
の人生でそれぞれの時間を送ってきた私たちがこれから１
年、思い思いの講義で学び、大いに語り、そしてよく飲む。
素晴らしきかな人生、楽しきかな再びの青春。その想いを
この緑多き立教キャンパスのもとで１２名の仲間と共有し論
文作成の糧として１年を過ごし、皆でセカンドステージを
謳歌して親睦を深めていきます。

成田ゼミ
楽しく学び・大いに語り・よく飲み！

本科ゼミナーナール紹介ル紹介
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　立教セカンドステージ大学では、ゼミナールにすべての受
講生が所属し、経験豊富な先生方による指導のもと、それぞ
れ独自の方法で活発な運営がなされています。修了論文作成
のみならず、楽しく元気に学んでいこうという雰囲気にあふ
れています。

　経済学がご専門の
黒木龍三先生率いる
「黒木ゼミ」は、メ
ンバー総勢１２名（男
性７名、女性５名）
です。５０代から７０代
までの幅広い、経験
豊かな、個性のある、
元気な仲間たちで

す。ゼミでは、毎回、それぞれ自分の修了論文のテーマに
ついて発表します。メンバーはそのテーマについて自由に
発言し、意見を述べます。最後に先生からコメントをいた
だきます。はじめは慣れない議論に戸惑いながらも、徐々
にいろいろな意見が出て盛り上がり、それぞれのテーマに
ついて理解と認識が深まります。
　ゼミの回数を重ねるごとに、メンバーの相互の親睦や交
流も深まってきました。毎月１回ゼミの後で、懇親会を行っ
ています。みんな打ち解けてワイワイガヤガヤ、とても和
やかな雰囲気で、楽しいひと時を過ごしています。これか
らも自由な発想のもと、意見を出し合い、お互いの個性を
尊重しながら、刺激しあって、それぞれのテーマにチャレ
ンジしていきたいと思います。

黒木ゼミ
お互いの個性を尊重してチャレンジ！

　私たち鈴木ゼミは、鈴木正男先生のもと男性６名、女性
６名の計１２名です。全体の雰囲気としては、先生の醸し出
すアカデミックの中にもユーモア溢れる会話に引き込まれ
て、楽しく和やかな様子で進行しています。ゼミ生も個性
的な人が多く、お互いに程よい距離感を保ちながら発表や
討論を行っています。ゼミ生の中に先生の専門分野である
人類学に関する修了論文を目指す人がいるのも先生の人気
の表れと思います。
　また、先生は立教大学原子力研究所に長年携わってこら
れました。研究所の設立から数々の功績、そして廃止措置
に至るまでをゼミ生は興味深く拝聴しています。
　鈴木先生の温かいご指導のもと、メインの修了論文に向
けて、テーマ設定から方針、研究手法、文献検索等にての

発表、討論、質疑が
進められています。
要所でにこやかな笑
顔とともに先生より
事例・参考文献等々
の示唆があります。
提出に向けて、明る
く、楽しく、アカデ
ミックに！

鈴木ゼミ
明るく、楽しく、アカデミックに行こう！

　ＲＳＳＣがなかっ
たら決して出会うこ
とのなかった私たち
１２名（男女それぞれ
６名）。４月に「初め
まして」を交わし約
２カ月が経った今、
お互いをニックネー
ムで呼び合い、まる
で長年の友のように

良き仲間です。モットーは「よく笑いよく学べ！」。
　ゼミでは北山晴一先生のご指導のもと修了論文の書き方
を一から丁寧に教わっています。
　北山先生は社会学、社会デザイン学、比較文明学、歴史
学がご専門ですが、幅広いジャンルに深い知識をお持ちで、
どんなテーマを投げかけようと的確にゼミ生たちを導いて
くださいます。毎回９０分のゼミがあっという間です。
　課外活動では、「初夏の遠足」「全員参加のピアノの連弾」
「飲み会」「お誕生会」と多彩なお楽しみ会を通して絆がど
んどん深まっています。掲載の写真にも先生とメンバーの
笑顔があふれているでしょ。奇跡のような出会いに感謝し
つつ北山ゼミは前進します！

北山ゼミ
私たち出会ったね

　ご指導頂いている栗田和明先生は文化人類学がご専門
で、その研究のため東アフリカで２年間現地の方々と一緒
に生活するなど、フィールドワークを重視されていらっ
しゃいます。２０１１年には『アジアで出会ったアフリカ人』
という著書も執筆なされ、先生の活動範囲はアフリカに留
まらず、アジアにも及んでいたことも分かります。
　その栗田先生のご指導を仰ぐべく、集った１２名で栗田ゼ
ミは構成されています。男女６名ずつで、年代的には５０代
２名、６０代８名、７０代２名です。経歴は千差万別で、救急
救命に携わっていた方、ケアマネージャー、病院勤務者、
一般企業出身者、専業主婦と様々です。
　修了論文のテーマも、「セクハラ」、「孔子」、「スペイン音
楽」、「再生可能エネルギー」等々、経歴同様まさに様々で
すが、栗田先生のフィールドワークにこだわるスピリット

を共有して、毎回の
ゼミでは熱く議論を
行っています。ゼミ
後に行われる懇親会
で更に交流を深め、
実りあるゼミライフ
を送れたらと思って
います。

栗田ゼミ
フィールドワークにこだわる

本科ゼミ本科ゼミナール紹介
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　各自が関心のあるテーマについて修了論文を書き上げてい
く際には、各ゼミ生からのこれまでの貴重な経験、意見、考
え方も参考になります。ゼミ生同士の親交が深まっていくこ
とも今後につながる大きな楽しみです。

　野田ゼミは、女性６名と男性７名の仲間。経歴や興味な
どは大きく異なり、どう纏まるか不安からのスタート。野
田研一先生は４月第１回ゼミから修了論文の年間予定を提
示され、想定以上の前倒しで各自大急ぎでテーマ探し開始。
先生はアメリカ文化、環境文学研究の第一人者で著作され
てきたテーマは難解？これは厳しい指導になるかと心配。
　しかし、メンバーそれぞれ個性的な修了論文テーマを自
由に報告するなかで、先生はまず、「おもしろい」「いい着
想」と肯定的に褒めてやる気を引き出した上で、疑問や検
討課題について「違和感から発見へ」繋がる助言をいただ
きました。ゼミ後は月例飲み会で、飲み放題・話し放題で
親睦を深め、「ＲＳＳＣで野田ゼミ男性陣が一番若々しい」

「野田ゼミ
女性陣が最
高素敵」と
褒め合い、
ゼミ課外活
動もアクテ 
ィブに充実
させていま
す。

野田ゼミ
 �違和感から発見へ� 学び直しのメソッド

　渡辺ゼミは、男性７名、
女性６名、総勢１３名のメ
ンバーで構成されていま
す。年齢、経歴、興味や
修了論文テーマも全く異
なる個性豊かな集団で
す。
　渡辺信二先生のご専門
は、アメリカ文学・日米
比較です。小柄ですが

ファイトは満々、“リベラル・アーツ：己を探求する”。
　本ゼミは�問題の本質を論理的に解明するための思考力
�幅広い知識と教養を有し、己の行動を批判的に内省し、
実践できる力�異なる文化を持つ人々と適切な人間関係を
構築し、協働できる力を身に付ける事を念頭に置き先生に
ご指導を頂いています。
　新しい価値観を受け入るのは大変です。各自の学習研究
意欲は旺盛で、長年社会で実践に基づいた問題意識に毎回
驚きの連続です。立教セカンドステージ大学に入学し、先
生方、ゼミ、同期の仲間との出会いに感謝し、この学びが
各自の人生に於いて有意義な一コマとなるよう大切に過ご
したいと思います。

渡辺ゼミ
リベラル・アーツ：己を探求する

　「もう一度心ゆ
くまで勉強した
い」「今までの生活
を一変したい」「残
された人生を有意
義に生きる方法を
学びたい」「一緒に
集う仲間が欲し

い」・・・様々な希望を持って集まった１３名、クルーとして
千石英世船長率いる「千石丸」に乗り込む事になりました。
海外生活を経験した人、大変な読書家、外資系会社で苦労
した人、毎日４時間通勤していたサラリーマン、アクティ
ブな主婦など、まさに様々です。
　ゼミでは先生から修了論文の方向性を聞かれて四苦八
苦、Ｃ・アヴリーヌの「ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ」
を課題に与えられて悪戦苦闘。でも、先生の知識の豊富さ
や滋味深いコメントに驚き、やさしさに感動しながらゼミ
を進めています。ゼミ後の飲み会も盛り上がっています。
クルー共通の不安は「修了論文が書けるか否か」、共通の感
想は「ＲＳＳＣは楽しい」。さて「千石丸」、様々な困難を
乗り越え見事目的地にたどり着くことができるでしょう
か？　これからの航路が大変楽しみです。

千石ゼミ
 �千石丸� ただ今航海中！

　厳しき中にも優
しさとあたたかさ
を秘めた社会学専
門の成田康昭先生
のもとに集いし、
精鋭１２名（女性６
名・男性６名）の
強者達。ゼミ初日
に修了論文のスケ
ジュールを聞き、
驚愕している私たちをご心配なさってか、最初にご指示さ
れたのは、懇親会の日時と場所決めでした。
　その時の成田先生の一言。
　「この時間こそが先の長い大切な友を作る時間になりま
す」と。美味しい料理とワインに胃袋と心をわしづかみに
され、まさに１２名がひとつになった瞬間でした。それぞれ
の人生でそれぞれの時間を送ってきた私たちがこれから１
年、思い思いの講義で学び、大いに語り、そしてよく飲む。
素晴らしきかな人生、楽しきかな再びの青春。その想いを
この緑多き立教キャンパスのもとで１２名の仲間と共有し論
文作成の糧として１年を過ごし、皆でセカンドステージを
謳歌して親睦を深めていきます。

成田ゼミ
楽しく学び・大いに語り・よく飲み！

本科ゼミナーナール紹介ル紹介
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　紅一点の平賀正子先生は言語学者であり英語がご専門、修了論文の指導が厳し
いことでも有名です。ゼミのメンバーは男性が５名、女性が３名で５０代～６０代。
その経歴は校長先生、広告代理店、海外駐在、大学職員、主婦と様々。
　自主ゼミでは各自の論文テーマについて熱い議論を交わしていますが、ゼミ後
の飲み会は和気あいあい。ワインを愛する平賀先生が加わるとワイン談義に花が
咲きます。
　７月は浅草散策、８月の清里合宿では、恒例？のお洒落な平賀邸訪問。キラキ
ラと輝くセカンドライフを平賀ゼミ全員で楽しんでいます。

平賀ゼミ
キラキラ輝くセカンドライフ

上田ゼミ
天空の 雲雀 が如く我ら人生を謳歌

ひ ば り

　本科修了後、専攻科に
進み、さらに勉学を続けて
いる４２名のゼミ紹介です。 

専攻科ゼミナール紹介専攻科ゼミナール紹介

　鳥類の研究で有名
な上田恵介先生のも
と、男性６名、女性
３名で学んでいま
す。私たちの強みは
チームワークの良さ
です。小学校のクラ

スのように、それぞれ役割が決まっていて、ゼミ活動や課
外活動に至るまで、おのおのの能力が発揮されています。
修了論文についても、本科で書いた経験をもとに、より良
いものを書こうとお互いにアドバイスをしあっています。
課外活動も盛んで、ゼミの後は毎週のように懇親会。話せ
ば話すほど絆が深まっていきます。池袋演芸場の寄席も楽
しみました。この出会いに感謝です。

加藤ゼミ
明るくそして自主的に

　女性３名、男性６名、様々なキャリアを持つ人達の集ま
りです。担当の加藤睦先生は東京の下町育ち。歯切れの良
いお話でゼミの雰囲気を明るく盛り上げてくださいます。
　ゼミ運営は基本的にゼミ生主体で行われます。まずは情
報提供。ゼミ生各自の興味対象、研究対象等を発表、質疑
応答を重ね視野を広げることを目的とします。
　次は修了論文。本科にて厳しい課題をクリアし、余裕を持っ
て論文作成に取り組ん
でいると思いきや、な
かなか焦点が定まらず
加藤先生の指導、ゼミ
仲間からの助言を受け
それぞれの課題に取り
組む毎日です。

高橋ゼミ
哲学の薫り漂う教室で

　私たちは男性５名、女性２名のコンパクトなゼミです。
穏やかな雰囲気のメンバーながら皆キラリと秘めた個性を
覗かせています。ゼミを率いる高橋輝暁先生はドイツ文学・
哲学、日独比較対照文化学、教養論を研究される立教大学
名誉教授です。
　先生のトレードマークはポケットがたくさんのお茶目な
ベスト！さて２年目を楽しむ私達は、先生のユーモアと笑
顔を交えた講義と笑いが飛び交う自主ゼミを重ねるごとに
専攻科の面白さがわ
かってきました。時
には教室の外に繰り
出し、喜びを分かち
合う大人な仲間達で
す！

坪野谷ゼミ
慈愛に満ちた眼ざし

　女性２名、男性７名（平均６７歳）の構成で４月１９日第一
回のゼミがスタートしました。坪野谷雅之先生がセカンド
ステージ大学の設立に参画され１０年間大切に育ててこられ
た実績は、皆が周知しています。
　中高年教育への先見性と情熱を併せ持つ教育者との堅い
イメージでしたが、実像は温和で我々を慈しんでくださる
姿勢に驚かされました。そしてゼミの教育方針は、先生主
導ではなく、ドイツ
語のＥｒｚｉｅｈｅｎ（教育
する）の語源となっ
ている、Ｚｉｅｈｅｎ（引き
出す）に近い自主運
営を行っています。
ゼミが待ち遠しい�
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課外授業・講演会紹介

フィールドスタディフィールドスタディ
グラウンドワーク三島研修グラウンドワーク三島研修　６月６月

　太刀川記念館カンファレンス・ルームで開催の「ＲＳＳ
Ｃ１０周年記念連続フォーラムＩ」。
　加藤睦先生による開会の挨拶の後、甲斐徹郎先生（ＲＳ
ＳＣ講師）による基調講演。長寿社会における住宅改修の
設定は、人生に対しての設定であり、断熱改修によって暖
かい住まいでとの提言。
　パネルディスカッションでは、北山晴一先生（ＲＳＳＣ
講師）宿谷昌則氏（東京都市大学教授）小谷和也氏（建築
設計事務所長）等各パネラーによる活発な討論が行われた。

　渡辺豊博先生の科目「セカンドステージと市民生活」。授
業の一環として「ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島」の現
場研修。ゴミ捨て場と化していた源兵衛川の清流を蘇らせ、
絶滅危惧種だった三島梅花藻（ミシマバイカモ）を再生さ
せた市民活動。その源兵衛川に入ってゴミを拾ったり、各
プロジェクトの現地を視察したり。そして夜はお酒を酌み
交わしながらの語り合い。復活したホタルが光りながら飛
び交うのも見ることができた。

フィールドワークフィールドワーク
すがも平和霊園すがも平和霊園墓地見学会墓地見学会　６月６月

人生を豊かにする人生を豊かにする
�学びのすすめ！ゆうゆう大学�５月�学びのすすめ！ゆうゆう大学�５月

　小谷みどり先生の科目「最後まで自分らしく」の超人気
のフィールドワーク。
　白山通り巣鴨４丁目交差点を入った所、お墓デパートの
「すがも平和霊園」見学会。高野山真言宗功徳院、松島龍
戒住職によるお話。
　すがも平和霊園には、個人墓地、永代供養合葬墓、イン
ターネット墓、会員による共同墓等があり、この霊園のコ
ンセプトは「ニューメモリアルコミュニティ（現代流縁つ
くり）」で、地縁・血縁による相互扶助が崩壊している現代
への対応策としての「縁」つくり。見学後の「お清め」も
満席。

　月刊誌「ゆうゆう」編集部と立教セカンドステージ大学
共催公開講演会。第１部は作家吉永みち子氏の特別講演「学
ぶ楽しみ、学ぶ理由」。休憩後、竹田和由氏（順天堂大学准
教授）による、ＮＫ細胞の活性化策等についての分かりや
すい特別講演「身体を守る免疫反応」。
　第２部は小谷みどり先生（ＲＳＳＣ講師）によるミニ講
義。「ＰＰＫ（ピンピンコロリ）知っていますか？明日Ｋで
きますか？」と強烈なイントロで始まり、ユーモアたっぷ
り、会場を沸かせた３０分であった。

人生が変わる住まいと健康のリノベーション人生が変わる住まいと健康のリノベーション
～人生１００年時代における幸福戦略～～人生１００年時代における幸福戦略～　６月６月

功徳院松島住職による講話

復活した源兵衛川の清流



立教大学グルめぐり�������	��

　第一食堂と言ったら「カツ丼」と言われるくらい有名で
す。立教大学の卒業生の間でもよく話題に上ります。「カツ
丼」いくらだった？と聞くことで先輩・後輩の立場を知る
バロメーターに
もなります。１９５０
年から「カツ丼」
のレシピは変わ
らないそうです。 
修了までには一
度は食べておか
ないと後悔する
と思いますよ。

　シェフのお勧めは「坦々麺」。白ゴマを使った「白坦々麺」
と、黒ゴマを使った「黒坦々麺」。ゴマがたっぷり使われて
いて健康にもよさそう。ピリ辛が食欲をそそります。「唐揚
げ丼」もおすす
めとのことでし
たが、量的には
若者向けかな？
「アイビー」さ
んには、ベーカ
リーもあり、焼
きたてのパンが
食べられます。

　「山小屋」の名称は１９９２年に取り壊された部室棟の愛称
「山小屋」から来ています。お勧めは「オムライス」と「油
淋鶏（ユーリンチ）」とのこと。どちらもさっぱりとした味
わい。「オムライ
ス」の卵はとろ
とろしていて美
味。「幻のタンド
リーチキン」は、
別名「シェフの
気まぐれ」、出会
えたらラッキー
です。

　学食とはイメージが違いますが、食事をするなら４種
類用意されている「パスタ」。１品ずつ定期的に入れ替
わります。ドリンクも季節ごとの限定品が登場するそう
ですので、図書館の帰りに顔を出したいですね。スイー
ツ関係ではワッ
フルがふわふわ
で美味しかった
です。もちろん
ケーキもありま
すが数は少なそ
う。早い者勝ち
かな。

　大学生の利用は少なく、卒業生や保護者の方、教職員、
そしてＲＳＳＣの受講生が多く利用しているそうで
す。店内も落ち着いた大人の雰囲気。おすすめは「カ
レーライス」と「オムライス」。「オムライス」には４種
類のソースが用
意されています
が、そのうちの
２種類を選べる
「オムレツライ
ス２色ソース」
が欲張りな方に
はぴったりか
も。

　運営は「第一食堂」と同じです。でもメニューの品ぞ
ろえは「第一食堂」とは異なっています。おすすめは
「スタミナ丼」と「関西風肉玉うどん」。「スタミナ丼」
はボリュームが
多すぎるかもし
れませんので、
やはりうどん系
がいいのかな？
取材時に食べた
「特撰うどん」
はイタリアンで
した。

８

編集後記
　今回の目玉はＲＳＳＣ１０周年と立教大学
の食堂紹介です。郭学長、４人の先生方
の思いを理解いただければ幸いです。食
堂もこの記事を参考にぜひ行って味わっ
てください。
　今回苦労したのは写真です。特に４人
の先生方に思い出に残る写真をお願いし
ました。若々しい写真を見て思わず微笑
んでいました。自分の１０年前に思いをは
せ、こうして立教のキャンパスで出会え
た事に感謝です。

後列左から　林野 均　川地 雅文
吉田 敏英　吉本 亮三　渦尾 洋之
前列左から　青木 佳代子　三上 �由
渡辺 信二 先生　大木 茂

�第一食堂（本館奥）

�カフェテリア山小屋（ウィリアムズホール２階） �ＴＵＬＬＹ'Ｓ ＣＯＦＦＥＥ（１２号館１階）

�日比谷松本楼（セントポールズ会館）

�アイビー（５号館地下）

�９号館食堂（９号館１階）
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